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老朽化が進み改築が望まれる葛巻病院
山
やま
岸
ぎし
はる美

み
 議員鈴

すず
木
き
　満
みつる
 議員

う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

葛
巻
病
院
の
建
築
は

い
つ
ご
ろ
の
予
定
か

葛
巻
病
院
は
昭
和
48
年
３
月
の
建

築
で
耐
震
性
が
危
惧
さ
れ
、
さ
ら
に

は
住
民
の
健
康
と
生
命
を
守
る
施
設

で
あ
り
、
早
期
の
建
築
が
望
ま
れ
る

が
い
つ
ご
ろ
の
予
定
か
。

ま
た
、
ほ
か
の
医
療
機
関
で
多
剤

耐
性
菌
等
の
院
内
感
染
が
発
生
し
て

い
る
が
、
事
態
に
備
え
て
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
づ
く
り
や
対
処
方
法
は
。

可
能
な
限
り
早
期
の

実
現
を
目
指
し
た
い

現
行
の
病
院
施
設
は
築
後
37
年
経

過
し
て
お
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
で
あ
る
当
施
設
の
耐
用
年
数
は
39

年
で
、
総
合
的
な
改
修
が
迫
ら
れ
つ

つ
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
新
築
す
る
場
合
に
は
医
療

 

議
員  

①
休
日
・
夜
間
等
の
勤
務
時

間
外
に
大
雨
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場

合
、
総
務
企
画
課
の
体
制
を
さ
ら
に

増
員
す
る
考
え
は
。

②
避
難
が
必
要
な
場
合
の
要
援
護
者

の
誘
導
の
あ
り
方
は
。

 

町
長  

①
以
前
は
総
務
企
画
課
１
人

で
の
対
応
を
、
最
低
で
も
２
人
以
上

に
増
員
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

②
町
で
は
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る

高
齢
者
や
心
身
障
が
い
者
な
ど
を
対

象
と
し
た
「
災
害
時
要
援
護
者
リ
ス

ト
」
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
避

難
勧
告
・
指
示
が
出
さ
れ
た
場
合
、

関
係
者
が
リ
ス
ト
の
情
報
を
共
有
し

て
、
安
否
確
認
や
避
難
行
動
支
援
に

当
た
り
ま
す
。

ま
た
、
避
難
所
が
設
置
さ
れ
た
場

合
の
要
援
護
者
救
助
に
は
、
車
い
す

や
身
体
障
が
い
者
用
ト
イ
レ
の
設
置

の
ほ
か
、
保
健
師
等
を
派
遣
す
る
な

ど
、
心
身
両
面
の
健
康
管
理
を
行
な

需
要
や
財
政
的
な
負
担
等
総
合
的
な

検
討
と
と
も
に
優
良
事
例
の
研
究
も

進
め
な
が
ら
、
可
能
な
限
り
早
期
の

実
現
を
目
指
す
考
え
で
す
。

ま
た
、
院
内
感
染
防
止
対
策
と
し

て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
院
内
感

染
予
防
対
策
委
員
会
で
の
確
認
や
研

修
会
を
実
施
。
さ
ら
に
は
、
う
が
い

の
励
行
や
マ
ス
ク
着
用
の
徹
底
、
来

訪
者
に
は
消
毒
薬
を
設
置
し
て
予
防

に
努
め
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の
意
向

当
町
に
対
す
る
影
響

政
府
は
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連

携
協
定
（
注
）、
い
わ
ゆ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
を
表
明
し
ま
し
た
が
、
当
町
へ

の
影
響
は
。

ま
た
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
１
頭
に
つ
き
１
０
０
０
円
に

対
し
て
１
０
０
円
の
助
成
額
の
上
積

み
の
考
え
は
。

警
報
発
令
さ
れ
た
場
合
に
職
員
の
増
員
を

通
常
、最
低
で
も
２
人
以
上
で
対
応地

域
農
業
守
る
た
め

国
へ
鋭
意
働
き
か
け

米
と
牛
乳
に
つ
い
て
は
壊
滅
的
な

影
響
を
受
け
る
こ
と
は
確
実
な
状
況

で
あ
り
、
今
後
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
不
参
加
に

つ
い
て
国
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
症
が
発
生
し

た
場
合
、
酪
農
経
営
へ
の
打
撃
は
大

き
く
、
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

積
み
立
て
を
行
な
う
の
か
。

②
町
の
公
共
施
設
の
中
で
、
特
に
老

朽
化
が
著
し
い
病
院
と
老
人
ホ
ー
ム

は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
施
設
整
備

の
基
本
方
針
を
示
す
べ
き
で
は
。

町
長  

①
昭
和
40
年
代
か
ら
50
年
代

に
建
設
さ
れ
た
公
共
施
設
が
多
数
あ

り
、
新
設
や
老
朽
施
設
の
改
築
・
改

修
な
ど
の
財
源
と
し
て
積
み
立
て
を

行
な
っ
て
い
る
も
の
で
、
可
能
な
時

期
に
可
能
な
範
囲
で
財
源
を
確
保
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
い
つ
ま
で

に
い
く
ら
と
い
う
よ
う
な
金
額
の
設

定
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

②
現
時
点
で
は
、
施
設
を
特
定
す
る

よ
う
な
構
想
は
あ
り
ま
せ
ん
。

総
合
計
画
や
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
に
位
置
づ
け
、
各
事
業
の
緊
急

性
や
優
先
度
を
慎
重
に
判
断
し
、
財

政
状
況
を
十
分
に
見
極
め
た
上
で
、

実
施
可
能
な
時
期
に
整
備
を
行
な
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

議
員  

①
「
公
共
施
設
等
整
備
基
金

条
例
」
が
21
年
４
月
１
日
に
施
行
さ

れ
、
そ
の
積
立
額
は
21
年
度
が
３
億

５
０
０
０
万
円
、
22
年
度
当
初
予
算

で
１
億
円
、
補
正
予
算
で
１
億
円
を

追
加
し
、
年
度
末
で
５
億
５
０
０
０

万
円
に
な
る
が
、
今
後
、
ど
れ
だ
け

保
育
所
・
児
童
館
の

今
後
の
入
園
見
通
し

本
町
の
出
生
数
の
状
況
は
。

ま
た
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
児
童

館
の
入
園
状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

保
育
園
は
一
体
的
に

児
童
館
は
運
営
継
続

本
町
の
出
生
数
は
、
年
齢
別
に
転

入
・
転
出
を
考
慮
し
た
幼
児
数
で
み

る
と
、
22
年
５
月
末
現
在
で
左
表
の

と
お
り
で
す
。
　

公
共
施
設
等
整
備
基
金
の
積
立
額
と
整
備
の
構
想
は

金
額
設
定
は
な
く
現
時
点
で
の
整
備
時
期
は
未
定

現
在
の
入
園
状
況
は
右
表
の
と
お

り
で
、
葛
巻
幼
稚
園
は
閉
園
ま
で
の

暫
定
運
営
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
育
所
に
つ
い
て
は
葛
巻

保
育
園
を
中
心
に
、
ほ
か
の
３
園
を

分
園
と
し
て
一
体
的
な
管
理
運
営
を

検
討
し
ま
す
。

児
童
館
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
ほ

ぼ
同
数
の
入
所
者
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
当
面
運
営
を
継
続
し
ま
す
。

（注）環太平洋戦略的経済連携協定：TPP

平成18年にニュージーランド、シンガポール、
チリ、ブルネイの４カ国が発効させた貿易自由
化を目指す経済的枠組み。工業製品や農産物、
金融サービスなど加盟国間で取引される全品目
の関税を原則的に100㌫撤廃しようとするもの
で、27年度をめどに関税全廃の実現に向けた協
議を行なっています。 
昨年11月現在で、アメリカ、オーストラリア、
ペルー、ベトナム、マレーシアの５カ国が参加。
次いで、コロンビアやカナダも参加の意向を表
明しています。

年齢別幼児数
年　　　齢 幼児数

５ 歳 児 40人
４ 歳 児 40人
３ 歳 児 32人
２ 歳 児 32人
１ 歳 児 29人
０ 歳 児 26人
22年度出生見込数 43人

各保育所及び幼稚園等の入園状況
施 設 名 定員数等 入園者数

葛 巻 保 育 園   85人   92人
五 日 市 保 育 園   30人   18人
江 刈 保 育 園   20人   14人
小 屋 瀬 保 育 園   20人   10人
葛 巻 幼 稚 園 暫定運営     ４人
吉 ヶ 沢 児 童 館 ５人以上     ８人
冬 部 児 童 館 ５人以上     ９人
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